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【手続補正書】
【提出日】平成20年2月21日(2008.2.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の身体領域の内部の圧力に対処するためのインプラントであって、
　第１の流路を含み、前記第１の身体領域と流体連通するようになっている導管と、
　前記第１の流路の内部に配置されたＭＥＭＳ濾過体モジュールとを備え、前記ＭＥＭＳ
濾過体モジュールは、
　少なくとも１つの第１の流れ口を含む第１の薄膜と、
　少なくとも１つの第２の流れ口を含み、前記第１の薄膜から離間される第２の薄膜と、
　前記第２の薄膜から少なくとも前記第１の薄膜に向かって延びる第１の濾過体壁とを含
み、前記第１の濾過体壁と前記第１の薄膜との間の間隙が濾過体トラップを画成すること
を特徴とするインプラント。
【請求項２】
　前記第１の薄膜および前記第２の薄膜は、それぞれ約１０ミクロンの最大厚さを有する
ことを特徴とする請求項１に記載のインプラント。
【請求項３】
　前記第１および第２の薄膜は、前記ＭＥＭＳ濾過体モジュールの両極端を画成すること
を特徴とする請求項１に記載のインプラント。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの第１の流れ口と流体連結する第１の室と、
　前記少なくとも１つの第２の流れ口と流体連結する第２の室とをさらに備え、
　前記濾過体トラップは前記第１および第２の室を流体的に相互連結することを特徴とす
る請求項１に記載のインプラント。
【請求項５】
　前記第１および第２の室は前記第１の濾過体壁の両側に配置されることを特徴とする請
求項４に記載のインプラント。
【請求項６】
　前記第１の濾過体壁は平面図が環状区域であることを特徴とする請求項１に記載のイン
プラント。
【請求項７】
　前記第１の濾過体壁は、前記第２の薄膜に面する前記第１の薄膜の表面に到達する前に
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終端することを特徴とする請求項１に記載のインプラント。
【請求項８】
　前記第１の濾過体壁を前記第１の薄膜上に向かって突出させることによって画成された
領域が、前記第１の流れ口をいずれも含まないことを特徴とする請求項１に記載のインプ
ラント。
【請求項９】
　少なくとも２つの前記第１の流れ口および少なくとも２つの前記第２の流れ口が、前記
濾過体トラップに関連することを特徴とする請求項１に記載のインプラント。
【請求項１０】
　前記間隙は約０．４ミクロン以下にすぎないことを特徴とする請求項１に記載のインプ
ラント。
【請求項１１】
　前記ＭＥＭＳ濾過体モジュールは、第１および第２の製造水準をさらに含み、前記第１
の薄膜は少なくとも前記第１の製造水準に存在し、前記第２の薄膜は少なくとも前記第２
の製造水準に存在し、さらに前記第１の濾過体壁は前記第２の製造水準に存在することを
特徴とする請求項１に記載のインプラント。
【請求項１２】
　前記ＭＥＭＳ濾過体の前記第１の薄膜と第２の薄膜との間に延在する第１の環状封止体
と、
　前記第１の環状封止体によって区切られた濾過領域とをさらに備え、前記第１の濾過体
壁、前記濾過体トラップ、それぞれの前記第１の流れ口、およびそれぞれの前記第２の流
れ口は前記濾過領域内に配置されることを特徴とする請求項１に記載のインプラント。
【請求項１３】
　前記ＭＥＭＳ濾過体モジュールの前記第１の薄膜と第２の薄膜との間に延在し、前記第
１の環状封止体に対して離間関係で配置される第２の環状封止体をさらに備え、前記第２
の環状封止体は前記第１の環状封止体の外側に配置されることを特徴とする請求項１２に
記載のインプラント。
【請求項１４】
　前記ＭＥＭＳ濾過体モジュールは、前記濾過領域内で前記第１の薄膜と第２の薄膜との
間に延在する複数の支持体をさらに含むことを特徴とする請求項１２に記載のインプラン
ト。
【請求項１５】
　前記ＭＥＭＳ濾過体モジュールは、前記第１の薄膜と第２の薄膜との間に延在する複数
の支持体をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のインプラント。
【請求項１６】
　前記ＭＥＭＳ濾過体モジュールは、複数の前記第１の濾過体壁をさらに含むことを特徴
とする請求項１５に記載のインプラント。
【請求項１７】
　前記支持体の数は前記第１の濾過体壁の数を下回らないことを特徴とする請求項１６に
記載のインプラント。
【請求項１８】
　それぞれの第１の濾過体壁は環状区域であることを特徴とする請求項１６に記載のイン
プラント。
【請求項１９】
　それぞれの前記第１の濾過体壁は前記支持体の少なくとも１つの周囲に配置されること
を特徴とする請求項１６に記載のインプラント。
【請求項２０】
　前記インプラントは、
　第１の筐体と、
　前記第１の筐体の内部に少なくとも一部が配置された第２の筐体とをさらに備え、前記
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第２の筐体は前記導管の前記第１の流路と流体連通する第２の流路を含み、前記ＭＥＭＳ
濾過体モジュールは、前記第２の流路を通過するすべての流れが前記ＭＥＭＳ濾過体モジ
ュールに通して誘導されるように前記第２の筐体に関連し、前記第１の筐体は前記導管の
前記第１の流路の内部に少なくとも一部が配置されることを特徴とする請求項１に記載の
インプラント。
【請求項２１】
　前記第１の筐体は、第１および第２の端部、ならびに前記第１の端部と第２の端部との
間に延在する開口を含み、前記第２の筐体は前記開口の内部に配置されることを特徴とす
る請求項２０に記載のインプラント。
【請求項２２】
　前記第１および第２の筐体はそれぞれが剛性であることを特徴とする請求項２０に記載
のインプラント。
【請求項２３】
　前記第１および第２の筐体は、ポリメタクリル酸メチル、セラミック、珪素、チタン、
移植可能な金属、および移植可能なプラスチックから成る群から選択された材料からそれ
ぞれ形成されることを特徴とする請求項２０に記載のインプラント。
【請求項２４】
　前記ＭＥＭＳ濾過体モジュールは前記第２の筐体の内部に後退していることを特徴とす
る請求項２０に記載のインプラント。
【請求項２５】
　前記第２の筐体は第１および第２の端部を含み、前記第２の流路は前記第１の端部と第
２の端部との間に延在し、さらに前記ＭＥＭＳ濾過体モジュールは、前記第２の筐体の内
部で前記第１の端部と第２の端部との間のどこかに配置されることを特徴とする請求項２
０に記載のインプラント。
【請求項２６】
　前記第２の筐体は第１および第２の端部を含み、前記第２の流路は前記第１の端部と第
２の端部との間に延在し、さらに前記ＭＥＭＳ濾過体モジュールは前記第２の筐体の前記
第１の端部の上に配置されることを特徴とする請求項２０に記載のインプラント。
【請求項２７】
　前記インプラントは、
　前記第１の筐体の内部に少なくとも一部が配置された第３の筐体をさらに備え、前記第
３の筐体は第３の流路を含み、前記ＭＥＭＳ濾過体モジュールは前記第２の筐体と前記第
３の筐体との間に、それによって前記第２の流路と第３の流路との間にサンドイッチ状に
挟まれることを特徴とする請求項２６に記載のインプラント。
【請求項２８】
　前記ＭＥＭＳ濾過体モジュールは前記第２の筐体に対して固定位置に維持されることを
特徴とする請求項２０に記載のインプラント。
【請求項２９】
　前記ＭＥＭＳ濾過体モジュールは前記第２の筐体に接着されることを特徴とする請求項
２０に記載のインプラント。
【請求項３０】
　前記インプラントは、
　導管の内部に少なくとも一部が配置されて第１および第２の端部を含む筐体をさらに備
え、前記筐体は、前記導管の前記第１の流路と流体連通して前記第１の端部と第２の端部
との間に延在する第２の流路を含み、前記ＭＥＭＳ濾過体モジュールは、前記第２の流路
を通過するすべての流れが前記ＭＥＭＳ濾過体モジュールに通して誘導されるように前記
第２の筐体の前記第１の端部の上に装着されることを特徴とする請求項１に記載のインプ
ラント。
【請求項３１】
　前記第１の身体領域は眼球の前房であることを特徴とする請求項１に記載のインプラン
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ト。
【請求項３２】
　第１の身体領域の内部の圧力に対処するためのインプラントであって、
　第１の流路を含み、前記第１の身体領域と流体連通するようになっている導管と、
　前記第１の流路の内部に配置されたＭＥＭＳ濾過体モジュールとを備え、前記ＭＥＭＳ
濾過体モジュールは、
　第１の構造を含む第１の製造水準と、
　濾過体トラップを画成する第１の空間によって前記第１の構造から変位される第２の構
造を含む別個の第２の製造水準とを含み、前記第１および第２の構造は相互に対して少な
くとも実質的に固定位置に維持され、さらに前記ＭＥＭＳ濾過体モジュールを通過する流
れの少なくとも一部が前記第１の空間を通過することを特徴とするインプラント。
【請求項３３】
　第１の身体領域の内部の圧力に対処するためのインプラントであって、
　第１の流路を含み、前記第１の身体領域と流体連通するようになっている導管と、
　前記第１の流路の内部に配置されたＭＥＭＳ濾過体モジュールとを備え、前記ＭＥＭＳ
濾過体モジュールは、
　複数の第１の流れ口を含む第１の薄膜と、
　複数の第２の流れ口を含み、前記第１の薄膜から離間される第２の薄膜と、
　複数の濾過体壁であって、前記第２の薄膜上に離間関係で配置され、前記第２の薄膜か
ら前記第１の薄膜に向かって延び、さらに前記複数の濾過体壁が延びる前記第２の薄膜の
表面の平面図が環状区域であり、それぞれの前記濾過体壁と前記第１の薄膜との間の間隙
が、それによって同様に環状区域である濾過体トラップを画成する、複数の濾過体壁と、
　前記第１の薄膜と第２の薄膜との間に延在する第１の環状封止体と、
　前記第１の環状封止体によって区切られた濾過領域であって、前記濾過体壁、前記濾過
体トラップ、前記第１の流れ口、および前記第２の流れ口はすべて前記濾過領域内に配置
される、濾過領域と
　前記濾過領域内で前記第１の薄膜と第２の薄膜との間に延在する複数の支持体とを含む
ことを特徴とするインプラント。
【請求項３４】
　前記第１の身体領域は眼球の前房であることを特徴とする請求項３３に記載のインプラ
ント。
【請求項３５】
　第１の身体領域の内部の圧力に対処するためのインプラントであって、
　第１の流路を含み、前記第１の身体領域と流体連通するようになっている導管と、
　前記第１の流路の内部に配置されたＭＥＭＳ濾過体モジュールとを備え、前記ＭＥＭＳ
濾過体モジュールは、
　複数の第１の流れ口を含む第１の薄膜と、
　複数の第２の流れ口を含み、前記第１の薄膜から離間される第２の薄膜と、
　複数の濾過体壁であって、前記第２の薄膜上に離間関係で配置され、さらに前記第２の
薄膜から前記第１の薄膜に向かって延び、それぞれの前記濾過体壁と前記第１の薄膜との
間の間隙が濾過体トラップを画成する、複数の濾過体壁と、
　前記第１の薄膜と第２の薄膜との間に延在する第１の環状封止体と、
　前記第１の環状封止体によって区切られた濾過領域であって、前記濾過体壁、前記濾過
体トラップ、前記第１の流れ口、および前記第２の流れ口はすべて前記濾過領域内に配置
される、濾過領域と
　前記濾過領域内で前記第１の薄膜と前記第２の薄膜との間に延在する複数の支持体であ
って、前記支柱の数が前記濾過体壁の数を下回らない、複数の支持体とを含むことを特徴
とするインプラント。
【請求項３６】
　前記第１の身体領域は眼球の前房であることを特徴とする請求項３５に記載のインプラ
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ント。
【請求項３７】
　第１の身体領域の内部の圧力に対処するためのインプラントであって、
　第１の流路を含み、前記第１の身体領域と流体連通するようになっている導管と、
　前記第１の流路の内部に配置されたＭＥＭＳ濾過体モジュールとを備え、前記ＭＥＭＳ
濾過体モジュールは、
　複数の第１の流れ口を含む第１の薄膜と、
　複数の第２の流れ口を含み、前記第１の薄膜から離間される第２の薄膜と、
　複数の濾過体壁であって、前記第２の薄膜上に離間関係で配置され、さらに前記第２の
薄膜から前記第１の薄膜に向かって延び、それぞれの前記濾過体壁と前記第１の薄膜との
間の間隙が濾過体トラップを画成し、少なくとも２つの前記第１の流れ口および少なくと
も２つの前記流れ口がそれぞれの前記濾過体トラップと関連する、複数の濾過体壁と、
　前記第１の薄膜と第２の薄膜との間に延在する第１の環状封止体と、
　前記第１の環状封止体によって区切られた濾過領域であって、前記濾過体壁、前記濾過
体トラップ、前記第１の流れ口、および前記第２の流れ口はすべて前記濾過領域内に配置
される、濾過領域と、
　前記第１の薄膜と前記第２の薄膜との間に延在する複数の支持体とを含むことを特徴と
するインプラント。
【請求項３８】
　前記第１の身体領域は眼球の前房であることを特徴とする請求項３７に記載のインプラ
ント。
【請求項３９】
　第１の身体領域の内部の圧力に対処するためのインプラントであって、
　第１の流路を含み、前記第１の身体領域と流体連通するようになっている導管と、
　前記第１の流路の内部に配置されたＭＥＭＳ濾過体モジュールとを備え、前記ＭＥＭＳ
濾過体モジュールは、
　第１の薄膜であって、前記第１の薄膜を貫通する複数の第１の流れ口を含む第１の薄膜
と、
　前記第１の流れ口の少なくとも１つと流体連結する第１の室と、
　第２の薄膜であって、前記第２の薄膜を貫通する複数の第２の流れ口を含み、前記第１
の薄膜から離間される第２の薄膜と、
　前記第２の流れ口の少なくとも１つと流体連結する第２の室と、
　前記第２の薄膜から前記第１の薄膜の方向へ延びる第１の濾過体壁であって、前記第１
および第２の室は前記第１の濾過体壁の両側に配置される、第１の濾過体壁と、
　前記第１の濾過体壁によって一部が画成され、前記第１および第２の室を流体的に相互
連結する第１の濾過体トラップと、
　前記第１の薄膜と第２の薄膜との間に延在する第１の環状封止体とを含むことを特徴と
するインプラント。
【請求項４０】
　前記第１の身体領域は眼球の前房であることを特徴とする請求項３９に記載のインプラ
ント。
【請求項４１】
　複数の第１の流れ口を含む第１の薄膜と、
　複数の第２の流れ口を含み、前記第１の薄膜から離間される第２の薄膜と、
　複数の濾過体壁であって、前記第２の薄膜上に離間関係で配置され、前記第２の薄膜か
ら前記第１の薄膜に向かって延び、さらに前記複数の濾過体壁が延びる前記第２の薄膜の
表面の平面図が環状区域であり、それぞれの前記濾過体壁と前記第１の薄膜との間の間隙
が、それによって同様に環状区域である濾過体トラップを画成する、複数の濾過体壁と、
　前記第１の薄膜と第２の薄膜との間に延在する第１の環状封止体と、
　前記第１の環状封止体によって区切られた濾過領域であって、前記濾過体壁、前記濾過
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体トラップ、前記第１の流れ口、および前記第２の流れ口はすべて前記濾過領域内に配置
される、濾過領域と、
　前記濾過領域内で前記第１の薄膜と第２の薄膜との間に延在する複数の支持体とを備え
ることを特徴とする濾過体モジュール。
【請求項４２】
　複数の第１の流れ口を含む第１の薄膜と、
　複数の第２の流れ口を含み、前記第１の薄膜から離間される第２の薄膜と、
　複数の濾過体壁であって、前記第２の薄膜の上に離間関係で配置され、さらに前記第２
の薄膜から前記第１の薄膜に向かって延び、それぞれの前記濾過体壁と前記第１の薄膜と
の間の間隙が濾過体トラップを画成する、複数の濾過体壁と、
　前記第１の薄膜と第２の薄膜との間に延在する第１の環状封止体と、
　前記第１の環状封止体によって区切られた濾過領域であって、前記濾過体壁、前記濾過
体トラップ、前記第１の流れ口、および前記第２の流れ口はすべて前記濾過領域内に配置
される、濾過領域と、
　前記濾過領域内で前記第１の薄膜と第２の薄膜との間に延在する複数の支持体であって
、前記支柱の数が前記濾過体壁の数を下回らない、複数の支持体とを備えることを特徴と
する濾過体モジュール。
【請求項４３】
　前記複数の濾過体壁のそれぞれは、前記複数の濾過体壁が延びる前記第２の薄膜の表面
の平面図が環状区域であり、それぞれの濾過体トラップは、それによって同様に環状区域
であることを特徴とする請求項４２に記載の濾過体モジュール。
【請求項４４】
　複数の第１の流れ口を含む第１の薄膜と、
　複数の第２の流れ口を含み、前記第１の薄膜から離間される第２の薄膜と、
　複数の濾過体壁であって、前記第２の薄膜の上に離間関係で配置され、さらに前記第２
の薄膜から前記第１の薄膜に向かって延び、それぞれの前記濾過体壁と前記第１の薄膜と
の間の間隙が濾過体トラップを画成し、少なくとも２つの前記第１の流れ口および少なく
とも前記第２の流れ口が、それぞれの前記濾過体トラップに関連する、複数の濾過体壁と
、
　前記第１の薄膜と第２の薄膜との間に延在する第１の環状封止体と、
　前記第１の環状封止体によって区切られた濾過領域であって、前記濾過体壁、前記濾過
体トラップ、前記第１の流れ口、および前記第２の流れ口はすべて前記濾過領域内に配置
される、濾過領域と、
　前記第１の薄膜と第２の薄膜との間に延在する複数の支持体とを備えることを特徴とす
る濾過体モジュール。
【請求項４５】
　前記複数の濾過体壁のそれぞれは、前記複数の濾過体壁が延びる前記第２の薄膜の表面
の平面図が環状区域であり、それぞれの前記濾過体トラップが、それによって同様に環状
区域であることを特徴とする請求項４４に記載の濾過体モジュール。
【請求項４６】
　第１の薄膜であって、前記第１の薄膜を貫通する複数の第１の流れ口を含む第１の薄膜
と、
　前記第１の流れ口の少なくとも１つと流体連結する第１の室と、
　第２の薄膜であって、前記第２の薄膜を貫通する複数の第２の流れ口を含み、前記第１
の薄膜から離間される第２の薄膜と、
　前記第２の流れ口の少なくとも１つと流体連結する第２の室と、
　前記第２の薄膜から前記第１の薄膜の方向へ延びる第１の濾過体壁であって、前記第１
および第２の室は前記第１の濾過体壁の両側に配置される第１の濾過体壁と、
　前記第１の濾過体壁によって一部が画成され、前記第１および第２の室を流体的に相互
連結する第１の濾過体トラップと、
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　前記第１の薄膜と第２の薄膜との間に延在する第１の環状封止体とを備えることを特徴
とする濾過体モジュール。
【請求項４７】
　前記第１の濾過体壁は、第１の濾過体壁が延びる前記第２の薄膜の表面の平面図が環状
区域であることを特徴とする請求項４６に記載の濾過体モジュール。
【請求項４８】
　前記第１の濾過体壁は、前記第１の濾過体壁の前記環状区域を画成するために前記平面
図が任意の形状であり得ることを特徴とする請求項４７に記載の濾過体モジュール。
【請求項４９】
　前記複数の濾過体壁のそれぞれは、前記第２の薄膜に面する前記第１の薄膜の表面に到
達する前に終端することを特徴とする請求項４６に記載の濾過体モジュール。
【請求項５０】
　前記複数の濾過体壁のそれぞれを前記第１の薄膜上に向かって突出させることによって
画成された領域が、前記第１の流れ口をいずれも含まないことを特徴とする請求項４６に
記載の濾過体モジュール。
【請求項５１】
　前記第１の薄膜と第２の薄膜との間に延在する前記第１の濾過体壁と関連する少なくと
も１つの支持体をさらに備えることを特徴とする請求項４６に記載の濾過体モジュール。
【請求項５２】
　少なくとも２つの前記第１の流れ口および少なくとも２つの前記第２の流れ口は、前記
第１の濾過体トラップに関連することを特徴とする請求項４６に記載の濾過体モジュール
。
【請求項５３】
　前記第１の薄膜および前記第２の薄膜は、それぞれ約１０ミクロンの最大厚さを有する
ことを特徴とする請求項４１，４２，４４又は４６に記載の濾過体モジュール。
【請求項５４】
　前記第１および第２の薄膜は前記濾過体モジュールの両極端を画成することを特徴とす
る請求項４１，４２，４４又は４６に記載の濾過体モジュール。
【請求項５５】
　前記第１の流れ口の少なくとも１つと流体連結する第１の室と、
　前記第２の流れ口の少なくとも１つと流体連結する第２の室とをさらに備え、
　前記濾過体トラップが前記第１および第２の室を流体的に相互連結することを特徴とす
る請求項４１，４２又は４４に記載の濾過体モジュール。
【請求項５６】
　前記複数の濾過体壁のそれぞれは、前記複数の濾過体壁の前記環状区域を画成するため
に前記平面図が任意の形状であり得ることを特徴とする請求項４１，４３又は４５に記載
の濾過体モジュール。
【請求項５７】
　前記複数の濾過体壁のそれぞれは、前記第２の薄膜に面する前記第１の薄膜の表面に到
達する前に終端することを特徴とする請求項４１，４２又は４４に記載の濾過体モジュー
ル。
【請求項５８】
　前記複数の濾過体壁のそれぞれを前記第１の薄膜上に向かって突出させることによって
画成された領域が、前記第１の流れ口をいずれも含まないことを特徴とする請求項４１，
４２又は４４に記載の濾過体モジュール。
【請求項５９】
　前記支持体の数は前記濾過体壁の数を下回らないことを特徴とする請求項４１，４４又
は４６に記載の濾過体モジュール。
【請求項６０】
　少なくとも２つの前記第１の流れ口および少なくとも２つの前記第２の流れ口は、それ
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ぞれの前記濾過体トラップに関連することを特徴とする請求項４１又は４２に記載の濾過
体モジュール。
【請求項６１】
　それぞれの前記間隙の高さが約０．３ミクロンであることを特徴とする請求項４１，４
２，４４又は４６に記載の濾過体モジュール。
【請求項６２】
　前記第１の薄膜と第２の薄膜との間に延在し、前記第１の環状封止体に対して離間関係
で配置される第２の環状封止体をさらに備え、前記第２の環状封止体は前記第１の環状封
止体の外側に配置されることを特徴とする請求項４１，４２，４４又は４６に記載の濾過
体モジュール。
【請求項６３】
　請求項４１，４２，４４又は４６の前記濾過体モジュールを濾過体筐体の中に備えるこ
とを特徴とする濾過体。
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